＜在庫循環図の最近の傾向＞

富山県の在庫循環図をみると、平成11年Ⅰ期に「在庫減少局面」に入り、Ⅳ期までその傾向が続いた。平成12年Ⅰ期～Ⅳ期までは、おおむね「在庫積み増し局面」に位置していた。

　今回の平成13年Ⅱ期をみると、生産が前年同期比マイナス、在庫が前年同期末比プラスとなり、「在庫積み上がり局面」から「在庫調整局面」へ入りつつある。

　また、全国の在庫循環図をみると、平成12年Ⅲ期、Ⅳ期では在庫が前年とほぼ同水準に近づく（Ｘ軸に接近する）とともに、生産の上昇幅が縮小し、また、在庫は前年同月期末比でプラスに転じるなど、在庫積み増し局面を在庫積み上がり局面の方向へ緩やかに移動していた。

今回の平成13年Ⅱ期をみると平成13年Ⅰ期に引き続き、生産が前年の水準を割り、在庫が前年より増加したことで、「在庫積み上がり局面」からやや移動したものとなっている。
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＜在庫循環図について＞

（在庫積み増し局面）

　景気が上向き需要が回復しているときには、将来の需要増を見込み、原料を手当し、製品化を急ぎ、在庫を積み増す（図b1,b2）。

（在庫積み上がり局面）

　景気の山を迎え、需要が伸び悩み、下降局面にはいると、企業の需要予測より実際の需要が下回ることになり、在庫がたまりはじめる（意図せざる在庫投資、図c1,c2）。

（在庫調整局面）

　需要低迷により積み上がった在庫を意図的に減らすため、減産を行う。この結果、景気の停滞・後退は進む。これが在庫調整であり、この在庫調整が終了する時期が、ほぼ景気の谷となる（図d1,d2）。

（在庫減少局面）

　景気が回復し需要が増えると、最初は生産が追いつかず、需要の下げ止まりによって意図しないで在庫が減少する（意図せざる在庫減局面、図a1,a2）。

　企業は、販売用製品、生産に必要な原材料を在庫として保有しており、その量を出荷・販売などの動きに応じて変化させる。この在庫は、経済活動全体としてみると生産と需要のギャップから発生し、景気変動に合わせて循環的に増減する傾向があり、この循環を在庫循環（Inventory Cycle）と呼んでいる。

　この在庫循環は、在庫循環図として示すことができ、「在庫積み増し局面」→「在庫積み上がり局面」→「在庫調整局面」→「在庫減少局面」と景気の局面ごとに起こり、通常、時計反対方向にグラフが推移する傾向がある（傾向変動を除去した場合）。

　なお、過去の分析から、ほぼ４０カ月（３～４年）の循環を示すことが多く、「キチンの波」（キチン(Kitchin)が分析したもの）とも呼ばれる。
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